
●ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しくお使いください。 

●ここに示した注意事項は､「△ 注意」の欄に記載しています。状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。

安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。 

●ここで使われる“絵表示”の例は、 

■お読みになった後は、お使いになる方がいつでもみられるところに必ず保管してください。 

●耐油用エアコンは厨房や工場の油を吸い取る機器ではありません。

油煙などの排出にはレンジフードなどの専用の排気装置を設けてください。 

 ●次の場所での使用は避ける。

 ・油の飛沫や蒸気が多い所（調理場、機械工場等）  

・酢酸や次亜塩素酸を大量に使用する 

性能を著しく低下させたり、部品が腐食、破損したりする原因になることがあります。 

●エアコンから吹出した風が直接､火気に当たる場所での使用は止めてください。

 不完全燃焼や火災等の原因になることがあります。 

●食品の熱さましなどエアコンから吹出した風を直接当てる使用は止めてください。

 露が滴下して品質低下の原因になります。 

●吹き出しルーバーは水平で使用してください。   高湿度の環境では、ルーバーが結露する場合があり、 

ルーバーを傾けて使用すると、結露水が飛散する場合があります。

●ドレンポンプを使用の場合は定期的に内部洗浄を実施する。 

 一年以上清掃を行わないと故障して排水できなくなる場合があります。

このたびは三菱重工パッケージエアコンをお買い上げいただき、まことにありがとうございました。 

本取扱説明書は天吊耐油形（FDES）特有の項目のみ記載しています。 

付属の取扱説明書（冊子）とともに、ご使用前によくお読みいただき、正しくご使用ください。 

△記号は、危険・警告・注意

を促す内容があることを告

げるものです。 

○記号は、禁止の行為

であることを告げるもの

です。 

●記号は、行為を強制した

り指示したりする内容を

告げるものです。 
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① 本体からの外し方 

フィルター固定ヒンジ（2 箇所）を回転させて、 

右端のフィルターを外した後、矢印の方向へ 

スライドさせながら外してください。 

② フィルター掃除のしかた 

市販の油汚れ用液体洗剤で汚れを落とし、水で洗剤をよく洗い落してください。 

③ エアフィルターを乾かしてから本体に取り付けてください。 

_お願い_  エアフィルターを外したまま運転しないでください。エアコンの故障の原因になります。 

エネルギー消費効率に関する仕様一覧 

「銅やアルミには使用不可」と表示されて

いる洗剤の使用は不可です。

エアコンに使用されているフィルター・

熱交換器等に悪影響が発生します。

フィルター固定ヒンジ 

フィルター 

音圧レベル パワーレベル

室内ユニット 室外ユニット

FDESZ
805HK4B

FDESZVP804B FDCZP805HK af 7.1 8.0 8.1
1.80 /
1.77

1.71 /
1.71

5.1 /
5.0

4.9 /
4.8

冷65　暖66

FDESZ
805H4B

FDESZVP804B FDCZP805H af 7.1 8.0 8.1
1.78 /
1.75

1.68 /
1.68

5.2 /
5.1

5.0 /
4.8

冷65　暖66

FDESZ
1405H4B

FDESZVP1404B FDCZP1405H ag 12.5 14.0 14.5
3.88 /
3.70

3.60 /
3.41

4.8 /
5.0

4.8 冷67　暖69

FDESVP
804HKAG4B

FDESZVP804B FDCVP804HKAG ag 7.1 8.0 7.9
2.09 /
2.08

1.94 /
1.88

4.8
4.5 /
4.4

冷66　暖66

FDESVP
804HAG4B

FDESZVP804B FDCVP804HAG ag 7.1 8.0 7.9
2.07 /
2.06

1.90 /
1.84

4.8
4.5 /
4.4

冷66　暖66

FDESVP
1404HAG4B

FDESZVP1404B FDCVP1404HAG ag 12.5 14.0 14.5
4.72 /
4.56

3.65 /
3.44

4.9 /
5.1

4.8 冷69　暖69

FDESVP
1604HPAG4B

FDESZVP804B
x2台

FDCVP1604HAG ag 14.0 16.0 14.9
4.54 /
4.49

3.69 /
3.62

4.9 /
4.8

4.9 /
4.7

冷70　暖70

FDESVP
2804HP4B

FDESZVP1404B
x2台

FDCVP2804H ah 25.0 28.0 24.2
11.0 /
10.6

8.37 /
7.99

4.2 /
4.3

4.2 冷74　暖77

注(1)冷房・暖房能力、通年エネルギー消費効率(2015)及び電気特性は、適正冷媒量において日本工業規格（JIS B8616：2015）条件により運転した値です。 50/60Hz

　　(2)通年エネルギー消費効率(2006)は､日本工業規格(JIS B 8616:2006)条件により運転した数値です。

　　(3)運転音（パワーレベル）は、日本工業規格(JIS B 8616:2015)に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　　(4)運転音（音圧レベル）は日本工業規格(JIS B 8616:2006)に準拠し､反響の少ない無響室にて測定した値です。

　 　 　 実際に据え付けた場合は､周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きくなるのが普通です。

区分

区分名

空　冷　式

送 風 方 式 直 接 吹 出 形

種

類

冷房 Hi 64/67 Lo 63/65
暖房 Hi 64/68 Lo 63/65

3.6キロワット未満

3.6キロワット以上
10.0キロワット未満

10.0キロワット以上
20.0キロワット未満

ae

af

ag

機　　能 冷暖房兼用形

ユニットの構成 分　離　型

冷房 Hi 64/67 Lo 63/65
暖房 Hi 64/68 Lo 63/65

冷房 Hi 65/69 Lo 63/65
暖房 Hi 66/69 Lo 63/65

冷房 Hi 65/69 Lo 63/65
暖房 Hi 66/69 Lo 63/65

冷房 Hi 64/67 Lo 63/65
暖房 Hi 64/68 Lo 63/65

冷房 Hi 65/69 Lo 63/65
暖房 Hi 66/69 Lo 63/65

四方向
カセット以外

20.0キロワット以上
28.0キロワット未満 ah

凝縮器の冷却方式

室内機の種類 冷房能力形態及び機能

複数組合せ形のもの及び下記以外のもの
・マルチタイプのもので室内機の運転を

 個別制御するもの
・室内機が床置きでダクト接続形のもの

  及びこれに類するもの

左表は、エネルギー使用の合理化に関する法律に基づく
経済産業省告示第213号（平成21年）による区分を示す。

冷房 Hi 50/54 Lo 47/49
暖房 Hi 51/54 Lo 48/49

冷房 Hi 50/54 Lo 47/49
暖房 Hi 51/54 Lo 48/49

冷房 Hi 49/52 Lo 46/48
暖房 Hi 49/53 Lo 47/49

冷房 Hi 50/54 Lo 47/49
暖房 Hi 51/54 Lo 48/49

冷房 Hi 50/54 Lo 47/49
暖房 Hi 51/54 Lo 48/49

冷房 Hi 49/52 Lo 46/48
暖房 Hi 49/53 Lo 47/49

冷房 Hi 50/54 Lo 47/49
暖房 Hi 51/54 Lo 48/49

冷房 Hi 49/52 Lo 46/48
暖房 Hi 49/53 Lo 47/49

冷房 Hi 65/69 Lo 63/65
暖房 Hi 66/69 Lo 63/65

冷房 Hi 65/69 Lo 63/65
暖房 Hi 66/69 Lo 63/65

通年
エネルギー
消費効率

APF
2006

通年
エネルギー
消費効率

APF
2015

運転音 dB(A)

セット形式 室内ﾕﾆｯﾄ 室外ﾕﾆｯﾄ
区
分
名

能力  (kW) 消費電力  (kW)

定格
冷房
標準

定格
暖房
標準

最大
暖房
低温

定格
冷房
標準

定格
暖房
標準


